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豪雨災害뙘猛威

　６日から線状降水帯が断続的に発

生し뙘九州뙘北陸、東北など列島各地

に浸水や土砂崩れなど深刻な被害が

広がった。気候危機が猛威を振るう

なか、緊急の被災者支援と本格的対

策は待ったなしとなっている。

땐豪雨被災者支援募金】振替–

–「豪雨被災支援」と明記を

消費税減税いそげ

　ＮＨＫ世論調査（９～日実施）

によると、参院選で野党が掲げた物

価対策について、消費税の「税率を

引き下げるべき」％、땎廃止を」

％で計％、땎今の税率維持」

％を上回った。与党の２万円給付実

施すべきかには뙘땎そう思う땏％뙘

「思わない」が％だった。

入学金返還します

　入学金二重払い負担軽減の文科省

通知땆６月땇を受けて、２私大が実施

へ뙙入学金納入後に他大学に合格し뙘

入学を辞退した場合、美作大学（岡
さ かみ ま

山땇は全額뙘桃山学院大学땆大阪땇は入

学金の８割を返還する。吉良よし子

参議院議員（共産）が求めていた。

日航機事故年

　８日、年の日本航空機墜落事

故から年を迎えた。死者人の

世界最悪の惨事の教訓を生かし、命

と安全の航空行政が求められる。

憲法땎存続を땏６割

　戦後年にあたり、日本世論調査

会が６～７月に実施した調査による

と、日本国憲法は「このまま存続す

るべきだ」％、憲法の評価点トッ

プは「戦争放棄・平和主義」％、

戦後日本の歩みの中で特に良かった

ことは「他国と戦争をしなかったこ

と」％がトップだった。

診療報酬　大幅改善を

　全国自治体病院協議会は６日、赤

字だった自治体病院が年に％

（年놊％、年놊％）と急増

していると公表。国の診療報酬が低

く、物価高騰や賃金上昇に見合わな

いと、大幅引き上げを求めた。

外国人教育の緊急声明

　９日、全国在日外国人教育研究協

議会と第回同岡山大会は、땎言わ

ない・言わせない『日本人ファース

ト딺」との緊急声明を出した。参院

選中に流された差別的言動と子ども

たちへの影響に恐れを表明。多文化

共生の学校・社会の実現へ、排外主

義に立ち向かうことをよびかけた。

プラ汚染おしまいに

　땎効果的なプラスチック条約のた

めの科学者連盟땏땆カ国人땇は５

日、科学的根拠に基づく条約を求め

る声明を発表。安全で持続可能な生

産と消費、政府と企業への明確な基

準の提供など６項目を求めた。

ガザ뙘記者殺害

　日、イスラエル軍はガザを空爆

し、衛星テレビ局アルジャジーラの

著名記者シャリフ氏땆땇ら６人を殺

害。シャリフ氏は４月、自身の死後

公表用に「私は真実をありのままに

伝える땏とメッセージを残していた뙙

らか
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戦
争
も
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な
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そ
う
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新
婦
人
は

米
山
淳
子
会
長

が
大
会
議
長
団

ナ
ガ
サ
キ
デ


集
会
議
長

由
比
뗭
浜
直
子

事
務
局
長
が
大
会
起
草
委
員


国
際
会
議
議
長

平
野
恵
美
子

副
会
長
・
国
際
部
長
が
大
会
運

営
委
員

森
眞
理
子
広
島
県
本

部
副
会
長
が
ヒ
ロ
シ
マ
デ

集

会
議
長

福
本
心
運
動
部
長
が

核
兵
器
な
く
そ
う
女
性
の
つ
ど

い
の
事
務
局
長

村
上
厚
子
広

島
県
本
部
会
長
が
現
地
実
行
委

員
長
を
務
め
ま
し
た


核兵器廃絶への決意にみちたナガサキデー

集会フィナーレ（９日）

広島のつどいで、被爆体験集『木の葉のように

焼かれて』を発行し続けたとりくみを紹介する

広島県本部（４日）

国
際
会
議
で
米
山
会
長
が
発
言

︵
３
日
뗋

フォーラムでコーディネーターを務める平野恵美子副会長땆左떵５日땇

　
日
本
被
団
協
代
表
理
事
の

田
中
聰
司
さ
ん
は

原
水
爆

し

さ
と

禁
止
世
界
大
会
開
催
と
日
本

被
団
協
結
成
と
と
も
に
立
ち

上
が

て
き
た
被
爆
者
の
あ

ゆ
み
に
ふ
れ

뗒
核
な
き
世

界
﹂
に
逆
行
す
る
日
本
政
府

を
許
さ
な
い
と
痛
烈
に
批

判

뗒
核
時
代
８０
年

私
た

ち
は
老
い
た
身
に
ム
チ
打


て

核
保
有
国
へ
の
要
請
行

動

国
会
と
官
邸
を
取
り
巻

く
大
行
動
を
計
画

命
あ
る

限
り

と
も
に
闘
い
ま
し


う
﹂
と
の
訴
え
に
大
き
な
拍

手
が
沸
き
あ
が
り
ま
し
た


뗒
核
抑
止
뗓
で
な
く

禁
止
条
約
こ
そ

　
大
会
で
は

中
満
泉
国
連

事
務
次
長
︵
４
面
뗋

オ


ス
ト
リ
ア

メ
キ
シ
コ
の
政

府
代
表
が
ス
ピ

チ
し

日

本
共
産
党
の
田
村
智
子
委
員

長
が
連
帯
の
あ
い
さ
つ

ノ


ベ
ル
物
理
学
賞
受
賞
者
の

梶
田
隆
章
東
京
大
学
卓
越
教

授
が
ビ
デ
オ
メ

セ

ジ

︵
４
面
︶
を
寄
せ
ま
し
た


　
分
科
会
や
フ


ラ
ム
な

ど
で
は

各
国
政
府
・
議
員

・
市
民
社
会
が
連
帯
し
て

﹁
核
抑
止
力
﹂
論
を
打
ち
破

り

禁
止
条
約
を
力
に
核
兵

器
廃
絶
に
向
け
た
連
帯
を
広

げ
よ
う
と
熱
心
に
議
論


　
初
め
て
開
か
れ
た
議
員
と

市
民
の
国
際
連
帯
フ


ラ

ム
で
は

軍
備
増
強
と
﹁
核

抑
止
力
﹂
の
拡
大
に
対
す
る

運
動
な
ど
が
共
通
し
て
語
ら

れ
ま
し
た


　
イ
ギ
リ
ス
の
ジ

レ
ミ


・
コ

ビ
ン
前
労
働
党
党
首

は
﹁
核
兵
器
の
目
的
は
死
と

破
壊

勝
者
は
い
な
い

巨

額
が
核
兵
器
に
費
や
さ
れ


軍
事
産
業
に
流
れ
て
い
る


世
界
の
軍
事
費
２
兆
４
千
億

뗨
뗊約
３
５
３
兆
円
뗋
を
平
和

の
た
め
に
使
う
べ
き
﹂
と
強

調


　
ベ
ル
ギ

労
働
党
の
マ


ク
・
ボ
テ
ン
ガ
欧
州
議
会
議

員
は
﹁
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
に
軍
事
費
を
国
内

総
生
産
︵
Ｇ
Ｄ
Ｐ
︶
比
５
％

に
引
き
上
げ
る
よ
う
求
め
て

い
る
が

多
く
の
国
で
社
会

を
大
規
模
に
破
壊
す
る
뗓

　
ド
イ
ツ
左
翼
党
・
欧
州
議

会
議
員
の
マ
ル
テ

ン
・
シ

ル
デ
ワ
ン
さ
ん
は
﹁
軍
国
主

義
の
利
潤
追
求
は
軍
拡
競
争

を
激
化

こ
れ
が
社
会
の
中

身
を
空
洞
化
さ
せ

極
右
勢

力
を
育
て
る

軍
国
主
義
と

独
裁
主
義
が
手
を
取
り
合


て
進
ん
で
い
る
﹂
と

各
国

の
発
言
が
日
本
の
状
況
と
重

な
り
ま
す


　
国
連
憲
章
に
も
と
づ
く
平

和
構
築

大
軍
拡
反
対

排

外
主
義
反
対
な
ど
で
国
際
連

帯
を
す
す
め
よ
う
と
よ
び
か

け
ら
れ
ま
し
た


女
性
平
和
基
金

招
待
者
に
注
目

　
今
年
は

女
性
平
和
基
金

か
ら
２
人
を
招
待

国
際
会

議

核
兵
器
な
く
そ
う
女
性

の
つ
ど
い

ナ
ガ
サ
キ
デ


集
会
で
の
発
言
が
注
目
を
集

め
ま
し
た


　
米
ニ


ヨ

ク
州
ピ


ス
ア
ク
シ

ン
の
ニ

ノ
・

ブ
ル
ジ

ナ
ゼ
さ
ん
は

ト

ラ
ン
プ
政
権
で
留
学
生
の
ビ

ザ
取
り
消
し
な
ど
排
外
的
な

攻
撃
が
激
し
く
な
る
な
か
で

キ

ン
パ
ス
を
超
え
た
連
帯

を
つ
く

て
い
る
経
験
や


核
兵
器
廃
絶
で
も
若
者
と
グ

ロ

バ
ル
な
共
同
の
力
を
確

信
し
た
と
話
し
ま
し
た


　
韓
国
女
性
団
体
連
合
の
キ

ム
ミ
ン
・
ム
ン
ジ

ン
常
任

代
表
は

朝
鮮
半
島
の
非
核

化
뗆
気
候
危
機
뗆
反
戦
平
和
뗆

フ

ミ
ニ
ズ
ム
を
つ
な
げ
る

活
動
や

昨
年
の
大
統
領

弾
劾
の
﹁
光
の
革
命
﹂
で
若

い
女
性
た
ち
が
大
き
な
役
割

を
果
た
し
た
こ
と
を
紹
介


８
日
の
新
婦
人
交
流
会
︵
長

崎
︶
で
も

連
帯
を
深
め
ま

し
た

뗊４
・
５
面
︶

新
婦
人
の

次
世
代
が
躍
動
！

　
新
婦
人
は

世
界
大
会
を

次
世
代
の
直
接
体
験
に
位
置

づ
け
뗆広
島
뗆長
崎
に
１
２
０

人
の
次
世
代
会
員
が
参
加


ヒ
ロ
シ
マ
デ

集
会
で
は


次
世
代
の
会
員
と
子
ど
も
た

ち
８０
人
が
登
壇
し

ス
テ


ジ
い

ぱ
い
に
多
彩
な
タ
ペ

ス
ト
リ

な
ど
が
広
が
り
ま

し
た


　
発
言
者
は
大
阪
・
豊
中
支

部
の
酒
井
美
里
さ
ん
뗊２５
뗋뗇

り

み

大
学
院
で
ジ

ン
ダ

論
を

研
究
し

戦
時
中
に
銃
後
で

軍
拡
に
加
担
し
た
女
性
の
戦

争
責
任
に
つ
い
て
学
ぶ
中

で

人
び
と
を
無
自
覚
の
ま

ま
戦
争
に
加
担
さ
せ
て
し
ま

う
危
う
さ
を
強
く
意
識
뗇뗒今

年
２
月

大
阪
の
性
暴
力
救

援
セ
ン
タ

存
続
の
た
め
の

活
動
を
通
じ
て
新
婦
人
の
仲

間
と
出
会
い

入
会
し
ま
し

た
﹂
と
発
言
す
る
と

会
場

か
ら
歓
声
が

뗒
次
の
世
代

に
뗆恐
怖
や
沈
黙
で
は
な
く
뗆

平
和
の
希
望
と
行
動
す
る
勇

気
を
手
渡
す
た
め
に

仲
間

と
と
も
に

地
域
か
ら
声
を

上
げ

学
び

歩
み
続
け
て

い
き
ま
す
﹂
と
き

ぱ
り


　
国
際
会
議
で
は

米
山
淳

子
会
長
が
﹁
デ
マ
や
差
別
・

分
断
は
戦
争
へ
の
道
﹂
と
一

斉
に
声
を
あ
げ
た
緊
急
ア
ク

シ

ン
や

高
校
生
が
描
い

た
﹁
原
爆
の
絵
展
﹂
開
催
な

ど
被
爆
の
実
相
を
草
の
根
か

ら
広
げ

뗒軍
拡
反
対
﹂
뗒核

兵
器
禁
止
条
約
批
准
署
名
﹂

を
政
府
に
迫

て
い
る
と
発

言
し
ま
し
た


　
４
日
に
は
国
際
会
議
宣
言

뗊３
面
뗋
６
日
﹁
広
島
か
ら

の
よ
び
か
け
뗓

９
日
﹁
長

崎
か
ら
の
よ
び
か
け
﹂
を
採

択

核
兵
器
禁
止
条
約
は
人

類
に
と

て
﹁
希
望
の
光
﹂

で
あ
り

被
爆
者
を
先
頭
と

す
る
市
民
社
会
と
各
国
政
府

が
共
同
し
て
核
兵
器
を
完
全

に
廃
絶
す
る
た
め

行
動
に

立
ち
上
が
ろ
う
と
よ
び
か
け

ま
し
た



